
レパートリー曲紹介｜66
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1.尚徳光風 輝《かがやき》(作曲/杉村聡)  【演奏時間 5’50”】

「光風」とは晴れあがった春の日にさわやかに吹く風のことを言います。緑豊かな田園風景が広がる尚徳校区の素直で純真な
子供たちが、尚徳に吹き渡る「光風」のように、一歩ずつしっかりと歩んでいき、それぞれの個性を輝かせながら成長してほしい
との願いを、この曲に込めています。子供たちの風と輝きを感じて下さい。

2.burn.《バーン》(作曲/青砥宏英)  【演奏時間 6’30”】

burn.とは直訳すると「燃やす、燃焼する」となります。様々な理由と縁で一緒に太鼓を打つことになった子どもたち。やがて太鼓
が大好きになり、仲間と共に頑張り一つ一つ課題を乗り越え、笑顔で目標に向かっていく。その燃える心、燃える思いをテンポの
良いリズムと、大きな所作で表現しています。
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1.鼓動ver.2(作曲/本田幸男)  【演奏時間 5’30”】

太鼓の魅力は何と言ってもその響きにあります。子どもたちの純粋で元気な心の響き、すなわち 「鼓動」を太鼓で表現していま
す。穏やかなゆっくりとした「鼓動」、息づかいが荒い時は、「鼓動」がだんだん早くなっていきます。その中にそれぞれの子どもた
ちの異なる息づかいが聞こえてきます。そんな子どもたちの小さくて大きな心の「鼓動」です。

２．遊奏（作曲/上田正雄）  【演奏時間　5’00”】

子どもたちは遊びの中でいろんなことを覚えていきます。楽しく演奏するこの曲は、子どもたちの遊び心を表現しています。無心に
演奏する子どもたち。聞いているといつの間にか小さかったあの頃を思い出します。
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1.やんちゃ囃子(作曲/本田幸男)  【演奏時間 3’00”】

がいな祭の「やんちゃパレート」で大人連、子供連、保護者が一体となり、練り歩きながら演奏する曲です。山車に太鼓、締太鼓、
篠笛奏者が乗り、ほかのメンバーはうちわ太鼓、ササラ、 鉦、鳴子の小物楽器を持って威勢よく演奏します。「洋」と「和」のリズム
で構成されており一大絵巻が繰り広げられます。
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1.結《ゆう》(作曲/杉村聡)  【演奏時間 7’15”】

「結」という言葉は縁を結ぶ、手を結ぶ、人と人のつながりや、お互いに助け合うという意味があります。この曲には子どもたちが
これからの人生でたくさんの良い縁を作り、多くの人たちと手を携えてほしいという願いを込めています。曲の特徴はテンポとリ
ズムパターンの変化にあります。速くなったり遅くなったり、時には強く、時には優しく、全ての奏者の心が一つにならないと表現
できません。一人ひとりが点から線につながって一つになって、心に響かせます。

2.結《ゆう》・新た《あらた》(作曲/杉村聡 編曲/本田幸男)  【演奏時間 6’15”】

オリジナル曲「結」に新たなリズムを加え、そのリズムが結び合って、流れるように展開していくのが大きな特徴で す。

1楽章 縁《えにし》

2楽章 絆

縁《えん》があって太鼓をやり初め、それぞれ別々だった子どもたちの心は、一つのリズムによってつな
がっていきます。それに立ち向かっていく姿を表現します。

一人ひとりが点から線につながって一つになって、流れるようにリズムを表現していきます。 そして絆が
生まれ心に響かせます。
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※現在演奏している楽曲のみ掲載しています。
　これまでのレパートリーはP78をご覧ください。

第 5 章

組織編
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